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シュクメルリから父を想う 
竹本 百代 

 

先日のジョージアの話（下の２番目の新聞記事） 

実は私の父はシベリア抑留から帰った人なんです。 

しかも抑留されたところが今のジョージアだったんです。 

シベリア抑留というと過酷な状況の中での労働や扱いを思い浮かべますが、父か

ら聞かされた抑留時の話は楽しかった⁉話ばかりなのでした。陸軍兵器学校という

ところを卒業し、19、20 歳くらいで召集され、一つ前の船に乗っていたら沈んで

いたと言っていました。 

満州からシベリア鉄道に乗っていき、着いた先が今のジョージア辺り。若くて痩

せていた父はかわいそうにと他の人に内緒でたくさん食事ももらったとか…戦車

から通信機器までなんでも修理できたのでとても可愛がられたと言っていました。 

女の人は皆金髪で綺麗で食べ物は美味しかったとも言っていました。 

そんなシベリア抑留もあったのです。知られていませんが。 

ジョージアと聞いてすぐに父の顔が浮かびました。 

 
	
原野 昇の Facebook（2021.3.7）	
広島大学マスターズ会員、角谷哲司先生が蒔かれた小さな種により、ヒロシマの記憶

が日本を越えて次の世代へと大きく引き継がれていっています。	
奇跡的な出会いも、先生ご夫妻の日頃の誠実な生き方からこそ生まれたもので、敬服

の至りです。	



 2 

 



 3 

【つぶやけノボルのつぶやき】 

記事、読ませていただきました。徳島の坂東ドイツ人捕虜収容所の人道的扱いは

つとに有名ですが、松山のロシア人捕虜収容所のそれはそれほど知られていない

かも知れません。しかし、日本の捕虜になったロシア人が、同じ収容所に入れら

れるなら「マツヤマ！マツヤマ！」と叫んだと言われるくらい、人道的扱いが知

れ渡っていたようです。そのロシア兵の中にジョージア（グルジア）出身者が多

くいて、そのおかげでジョージアで日本人が歓迎されたのですね。 

先年、坊ちゃん劇場（愛媛県東温市）で、松山のロシア人捕虜収容所をテーマに

したミュージカル「誓いのコイン」を見ました。 

http://www.botchan.co.jp/coin2/ 

 

広島の似島にあったドイツ人捕虜収容所での扱いも人道的であったと言われてい

ます。バウムクーヘンが日本で初めて紹介されたのも広島においてでした。 

https://www.pref.hiroshima.lg.jp/kouhou/weekly-topic-

detail.html?d=20190222&n=2 

 

またウズベキスタンの首都タシケントにあるナヴォイ劇場は、シベリアから送ら

れた日本人がその建設に関わりました。大地震にも耐えた本体工事にも日本人が

大いに貢献したと言われていますが、内部のしっくい壁に施された素晴らしい装

飾は、日本人（召集された兵士）の鏝さばきによるものと言われています。先年

現物を見てきましたが芸術作品そのものでした。その日本人たちのウズベキスタ

ンでの待遇も悪くなかったと言われています。 

 

https://ja.wikipedia.org/wiki/ナヴォイ劇場 

 

下の写真は原野昇撮影（2019.9.9） 
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